
第 54 回日本史関係卒業論文発表会の開催について 

 

 第 54 回日本史関係卒業論文発表会を、左記のとおり開催いたします。なお、発表会終了後、17 時

より駒澤大学深沢キャンパス洋館大ホールにて懇親会を行います（一般 5,000 円・学生 3,000 円）。 

 

       記 

日 時 4 月 20 日（土） 午前 10 時 30 分開会（10 時開場） 

会 場 駒澤大学駒沢キャンパス１号館   ※東急田園都市線「駒沢大学」駅下車徒歩 10 分 

会場整理費 800 円 

 

発表論題（副題省略） 

 第一会場（1‐202 教場） 

１皇祖神の転換について                  舟久保大輔(駒 澤 大) 

２武蔵国分寺人名瓦論考                   香川 将慶(国 士 舘 大) 

３新羅元曉と南都仏教                    姜   錫正(日本女子大) 

４平安中期における斎王仏教忌避規定の受容                 印南 志帆(早 稲 田 大) 

５治承・寿永内乱期の女院について             横山真那美(東 海 大) 

６源頼朝の奥州支配                     富田みちる(首都大学東京) 

７遣明国書考                          臼井 和樹(慶應義塾大) 

８戦国期畿内における根来寺の在地支配と民衆の動向         熱田   順(中 央 大) 

 

 第二会場（1‐203 教場） 

９中近世移行期の島津氏の都鄙交渉について                小田切悠紀（東 京 大） 

10 日光例幣使の展開と朝幕関係               杉山 哲司（國 學 院 大） 

11 彦根藩井伊家飛地領の意義                守屋 龍馬(東京学芸大) 

12 江戸上水道の研究                      川原 竜太(東 洋 大) 

13 近世後期における宿組合の編成と機能           秋山 寛行(立 正 大) 

14 近世後期における「老人」の社会的位置         野口 陽子(千 葉 大) 

15 時献上儀礼からみる近世武家社会            井浪 直人(信 州 大) 

16 幕末・維新期における由利公正             田坂 杏奈(東京女子大) 

 

 第三会場（1‐204 教場） 

17 明治初期の京都府政                    水野 初音(お茶の水女子大) 

18 西南戦争報道にみる民衆の新聞受容姿勢                  高橋 未来(立 教 大) 

19 大正期における朝日新聞社内の派閥抗争に関する考察      稲村  隆（法 政 大） 

20 明治中後期における貿易政策の一考察           茨木  崇(高崎経済大) 

21 昭和初期における軍備縮小論の崩壊過程にみる水野広徳  田中 智大（愛 媛 大） 

22 政党内閣末期の天皇制と「一人元老制」         大和友紀弘(明 治 大) 

23 官製国民運動の展開と国民精神総動員            西山 直志(学 習 院 大) 

24 国民学校令下における国定教科書編纂について      中村 紫帆（茨 城 大） 

 

《特別講座》13 時～13 時 50 分（1‐202 教場） 

  史料との出会い        村井 早苗（日本女子大学教授）

 


